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早いもので、11 日金曜日で前期が終了となります。１年の折り返しを迎え、ようや

く記録的な猛暑も落ち着き、秋の訪れを感じる季節となりました。前期の「あらわれ」

を見ながら、親子で４月からの話をたくさんしてください。そして、ほめて、認めて、

励まして、後期へ向けて頑張ろうとする子供たちの背中を押していただきたいと思いま

す。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

誰もがその子らしくいられる、安心して自分らしさを発揮できる学校！ 
25 日(水)に、須津中学校、東小学校の教職員が本校に集まり、３校合同の研修会を

開きました。須津小学校の各学級の授業を参観した後、静岡大学教育学部の山元薫先生

のお話をうかがいました。演題は「教育におけるユニバーサルデザイン～『生活づくり』

『授業づくり』～」です。すべての子供たちが当たり前のように楽しく過ごせる学校生

活や授業をどうつくっていくかという視点でお話ししてくださいました。 

私が特に印象に残ったことは、次の２つです。 

(1) まずは、「安心」その上に「自信」 

一つ目は、子供の「自信」は「安心」という足場の上に築かれるということです。 

山元先生は、「安心しないと、人は挑戦しない。」とも話されていました。本当に 

その通りですね。子供たちに自信を付けるためには、まずは挑戦して大丈夫、失敗 

しても大丈夫という「安心」から積み上げることが大切だと思います。９月の学校 

だよりでお伝えしましたように、前期学校評価で「自分で考えて行動する」が大き 

く上昇したのは、家庭や地域、教室で、子供に「安心」が積み上げられたからこそ 

だと思います。これからも、子供たちが自信をもって生活を送れるように、そして、 

自分から行動し、挑戦できるように、みんなで「安心」を積み上げていきましょう。 

(2) 「当たり前」をどう教えるか 

二つ目は、善悪の判断や人を思いやることなど、生活年齢相当の「当たり前」を 

小さいときからしっかり「教える」ことが大切だということでした。しかし、「教 

える」は「言う」とは違います。ただ、子供に言って聞かせるだけでは「教える」 

ことにはなりません。子供がどう思っているのかを自分で話せるように聴き、何が 

よくて、何がよくなかったかを自分で考え、整理して理解できるようにしてあげる 

ことで初めて「教える」となるのだと思います。そのためには、子供との対話が必 

要です。時間も必要です。学校でも家庭や地域でも、この時間を惜しまず、この時 

間を大切にしながら子供を見守り、応援していきましょう。 

（校長 田中成人）  

<重点目標＞ 笑顔で つながろう！！ 



10 月の行事予定 

 
【令和６年度「運動会」について】 

運動会当日は、保護者の皆様、地域の皆様と共に子供たちの頑張りを励ましていきたいと思います。多くの
方の来校が予想されます。誰もが気持ちよく楽しく過ごすためにも、譲り合いの気持ちをもって応援していただ
けるようにお願いいたします。また、駐車場がありませんので、徒歩や自転車等での来校にご協力ください。プ
ログラムや保護者席の場所等、詳細につきましては後日お知らせいたします。 

なお、運動会は午前中で終わりになるため、子供たちはお弁当を教室で食べることになります。保護者の方
たちと一緒に食べるわけではありませんのでご承知おきください。 

その後、５時間目に振り返り等を行い、１４：１０頃に下校となります。 


